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1 はじめに
キノコは健康食品のーっとして認知され、市場には多くの種類が販売されている。栽培法と し
ては、原木(丸太)を使った栽培「原木栽培」の方がより「天然にちかい味や香川を持つが、
現在、食用きのこのほとんどは、オガコ(おが粉 広葉樹のおがくず等)とふすま(小麦の殻、
米ぬか等)を混ぜた「培地(ばいち)Jを使った「菌床栽培(きんしょうさいぱし、)Jで作られて
いる。菌床栽培は，原木栽培に比べいろし、ろ難しし、点もあるが、空調することで、
①通年の収穫が可能 ②短期間 (3~数ヶ月)で収穫でき、栽培効率が高い③条件を変えるこ
とで違う種類を栽培可能等の利点がある。簡単な栽培法による違いを表1に示した。
派遣先の研究室では、現在、有効成分が健康食品への応用を期待される 「冬虫夏草Jrカパノ
アナタケj等のキノコを扱っているため、基本的な機材は備わっている。それを利用し、今回の
テーマであるキノコからの組織分離法を用いた原種菌の分離と菌床栽培に向けての基本技術の
習得を行い、雑菌を除き、純粋培養後、子実体(キノコ)を栽培することができたので報告する。
キノコは池田町の標高500皿程度のミズナラ林で採取したものである。不明菌であるため、栽培
条件に関してはナメコ栽培を参考とし、条件を変えながら行った。
表1 原木毅培と薗床栽培の遭い
殺 熔 味 長 目野 短 所
原水識調修 • 1田前後の原木 天ー然に近い味と香り ，病虫害を受けにくい '収種までに数年
倒}シイタケ、ヒラタケ、 自然環境で殺絡 '栽培効率が低い
ナメコ、マイタケ
-オガコ (おがくず)、 -味と香りは肢自にな 短ー期間 (3-数ヶ月) 施ー設般備に大きな
衝床畿堵
栄襲剤、水を混合 る傾向 で眠積可能 資金が必要
例}エノキタケ、 シイタ
-培養容器を使用 通ー年の収檀が可能 病ー虫曹を受けやす
ケ、ヒラタケ、 ナメコ、 マ
-空調施設内で培養 -栽培効率が高い し、
イタケ、マッシュルーム
2 研修のポイント
参考としたナメコ菌晶体の生育温度は、 5"(;前後~32"(;位程度で、最適温度は25~26"(;である。
子実体の発生温度は22"(;~5"(;の範囲であるが、 一般的には15"(;以下とされている。 不明菌を採
取し、種菌を作るまでには、無菌下での作業・雑菌の除去、温度、湿度の管理、子実体の成長に
は前述に加え、照度、照明時聞の管理も重要な要素である。
3 不明菌の採取から子実体の収穫まで
不明菌は毎年同じ樹木 (枯木)に発生する。詳細を図1に示す。
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不明(野生)菌について
・収穫地点 福井県池沼町茶地
棟高田O個復度
プナ系(ミズナラ}樹木。枯木
.収穫時期 ー 例ー年I2月 中旬(幼酋としてはII月上旬から)
・外観 ・・・・・・ ・ナメコに似ているが発生の様子、色、柄が異なる
図1 平明薗について
作業は大きく分けて、野生子実体の探取後、 ①原種菌の作成、②種薗の作成、 ③薗床での育成
管理、④子実体の収穫となる.子実体は、採取後、冷暗所で保存し、翌日に研究室で作業を開始
した.不明菌の採取~原種菌作成~育成栽培~子実体の採取までの工程を図2に示す。その後に
流れの概略を写真で示した。図3に胞子画像を示すが、ナメコと同形であった。
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図Z 不明薗のからの組織分麓~干実体 (キノコ)収穫までの涜れ
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別容器に掻種一生育菅理 (20~50 日)
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図3 不明薗の胞子画像 (水封)
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4 結果と課題
今回の研修で、不明菌から組織分離法を用い
て種菌の作成~純粋培養~子実体の収穫までを
行うことができた。しかしながら得られた成菌
(子実体)は天然物と比べて細く、生え方も不
均一であり問題点も多い.この菌が、ナメコの
アルビノ(染色体異常)である可能性や何らか
の外部因子を受けた可能性があると『福井県総
合グリーンセンターJで指摘を受けているが、
培養に関して多くの課題(温度、照明、 CO，等)
があるのでさらに検酎を加える予定である。さ
らにデータベースを利用したDNA解析も品種の特定に有効である。
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